
福島県浜通り地域での地学/防災/資源に関する巡検
小森次郎 （帝京平成大）

・メンバー紹介
・東日本大震災を経た私たちの責任
・浜通りを注目する理由

富岡駅の南側で進む防潮堤の建設と福島第二原発（2016年6月）

・巡検の概要と参加者の反応
・一つの成果
・まとめ



- 本体，予備バッテリー，PC，マイク，カメラと併せて１０～15㎏．日帰
り用ザックに入る大きさ．

例．2011年秋の現地調査で遠隔授業を実施 （JICAと交渉の末）

→ 都立三田高校の地学選
択者（4回）

→ 地球対話ラボの小中学生
（大田区のNPO． １回）

集まってくれた大田区の子供たち．
ゾンカ語で名前を言えるように覚えてきてくれた．
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９月２日 テスト交信
９月５日 1回目通信．講師の自己紹介．キャラバンの紹介
９月８日 ２回目．標高３６００m．V字谷，地質の説明
９月１５日 ３回目．氷河，氷河湖の説明
９月２９日 ４回目．氷河湖について更に詳しく．クイズ出題

各回 ５～１０分の交信

⇒
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ブータンヒマラヤ ガンジュラ峠標高５３００m付近での交信風景

・山，雪，氷河を知らない子供への現地から出前講義
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交信後の直接授業

生徒の感想
- 氷河・氷河湖わかった
- 現地のイメージ湧いた
- 衛星通信すごい
- 行ってみたくなった
- 温暖化問題興味湧いた

講義の内容
- (研究の背景，実施体制)
- 現地調査の概略
- 調査成果の速報
- 現地で出したクイズの答え
あわせ

- 苦労話（高山病，悪霊話）

以上，二つの提案も登山者（山岳会）からの新たな
社会貢献として候補に入れていただければ幸い 5



「東日本大震災」
・地震の規模
・津波被害
・原発事故

◆いずれも普通ではない経験をした世代・国民となった
◆人口爆発．社会や経済の成長の限界

⇒縮小・ソフトランディングの模索（の議論）が必要
⇒生活に何かしらのパラダイムシフトが求められている

少なくとも
◆2011年春以降の実態を主体的に知り
◆そこで得た教訓を次世代へ伝える 責任が我々にある
＋震災で起きたことや残された課題 数百～数万年スケールの話

↑
地球惑星科学の視点で時間・空間をとらえるリテラシーが必要

はじめに

しかし，，
◆多くの人の興味は薄れ，忘れかけてる ⇒一つ前の震災．忘災？
◆復興が進む青森，岩手，宮城の海岸沿い

・産業活動の復活 ・盛んな観光客誘致
例えば，，三陸復興国立公園



アウトドア用製品の有名企業が発行す
る会員誌に挟まれた広告記事．創業者
は文化人を自負する

←環境省



東京都世田谷区で開催された東急電鉄主催の「東北の魅力発見フェア」

http://www.tokyu.co.jp/image/160623-2-img.jpg

福島県は？？？

むしろ，福島県の海岸部「浜通り地域」を見ないといけないのでは？
しかも「ジオ」の視点で． その理由は．．．

2016年7月



浜通り地域は“ジオ”と“防災”“エネルギー” で見ると，より深く理解でき
るのではないか．しかも日帰り可能．

さらに，，，

浜通り周辺のジオ，防災，エネルギーのポイント
◆周辺はエネルギーに直結する地質資源を産出/利用
・19～20世紀の石炭 ＋ ガス田(太平洋側唯一)
・20世紀後半以降の原子力
・21世紀の再生可能資源

◆東日本大震災で甚大かつ多様な被害を受けた
・プレート境界型地震
・津波
・原発事故
・内陸型地震（4月11日福島浜通り地震）

⇒質問：首都圏の電気はどこから運ばれてきている？
答えを見れば 「無知で無頓着」 を認識できるかもしれない．．．

◆地質資源やエネルギーに関連して、地元は様ざまな影響を受け
たが、他の国民の理解は浅い

◆電気に頼っている我々がその給源に関しては無知で無頓着



佐久間ダム

新高瀬川
安曇

奥只見ダム
田子倉ダム

柏崎 福島第1
福島第2
広野火力
勿来火力
新地火力

千葉
姉崎
袖ヶ浦
富津

鹿島

横浜

東京電力管内の主要な送電線

https://www.google.com/maps/d/viewer?mid=z38bKB97zBd0.kNXSg
qfWbtOw&hl=en_US
http://www.tepco.co.jp/fp/thermal-power/list/index-j.html に加筆

暮らしの根底を支える電力

地方から供給を受けている首都

圏（受益圏）の住民は現地（浜通

り地域）を見る必要がある。

ということで，巡検（スタディーツ

アー）を企画してみた．

https://www.google.com/maps/d/viewer?mid=z38bKB97zBd0.kNXSgqfWbtOw&hl=en_US
http://www.tepco.co.jp/fp/thermal-power/list/index-j.html


１

２

３

５
４

７
６

８

９

10

12

11

F1

50
km



◆1泊2日 モデルコース ≒ジオパークのジオサイト・ジオストーリー

7:00 東京駅
・ 茨城県北ジオパーク 常磐炭田跡．五浦海岸（by 地元ガイド）
・ 勿来火力発電所 最先端の石炭ガス化複合発電．データ偽装
・ 四時ダム発電所 利水放流での小水力発電．ESCO．活断層ﾘﾆｱﾒﾝﾄ
・ 塩ノ平断層 4.11福島浜通り地震の地表地震断層
・ 石炭・化石館ほるる 常磐炭田を復元した博物館
宿泊 参加者同士の咀嚼・意見交換．2日目のﾌﾞﾘｰﾌｨﾝｸﾞ

・ 久ノ浜 復興商店街 津波・火災の被害．防潮堤．仮設の商業活動
・ Ｊﾋﾞﾚｯｼﾞ、広野火力発電所、洋上風力発電所
・ 富岡駅周辺 汚染がれきの集積・処理、津波被害，海岸浸食の事例
・ 国道6号北上 線量測定．無人の町並み、大量のフレコン
・ 双葉断層・阿武隈山地を遠望
20時頃東京駅着

※ いわき市中央台 分譲住宅と仮設住宅の共存の問題
※ 広野町商工会 職員にヒアリング．戻れない町民と増える原発作業員
※ 浪江町の農場 牛の殺処分問題に対抗する酪農家にヒアリング
※ 新しい発電・農業の試み 太陽光発電による密閉ドームでの農業



常磐炭田の石炭の露頭

常磐炭田 中郷鉱の積み出し施設
パンフレットや案内板の整備が課題

茨城県北ジオパークのインタープリターか
ら解説をうけた．露頭の状態は良好．イン
タープリターの人柄はさらに良．見学の依
頼は少ないとのこと．

－－－－－－－－－－－－－－－
参加者の多くが石炭を初めて手にした．故
に「石炭の露頭」はさらに驚き．



冨岡駅南側の海岸
◆2015年末までは，津波直後の商店街や，駅のホームや線路が残った．
・海側には黒いフレコンバック，放射能汚染廃棄物の処理場が写る．
・津波被害を知らなかった参加の学生・社会人には強い印象として残った．

2015年11月撮影のGoogle Earth

東日本大震災・写真保存プロジェクトから



冨岡駅南側の海岸
◆津波被害の本格復旧は2016年冬から．
・それでも津波の跡を探すことが可能．

◆津波によってロウソク岩(右写真)が倒壊．
⇒破局的な事象で大きな地形が形成されること
を知ることができる貴重な機会

↑震災前

↓2016年2月撮影

東日本大震災・写真保存プロジェクトから



冨岡駅南側の海岸
◆黒いフレコンバック（フレキシブルコンテナバッグ，トン袋）と
ゼネコン運営の津波ガレキと放射性廃棄物の分別・焼却場

2016年2月撮影

東日本大震災・写真保存プロジェクトから

◆沖合20kmに実証実験中の洋上風力の風車が見える．
2007年まで23年間稼動した磐城沖ガス田の風況データや陸側施設の跡を活

用している． ↑日本の太平洋側唯一の海底ガス田．



井戸沢断層（塩ノ平断層）
・2009年4月11日福島県浜通り地震に
よる地表地震断層．

・地学の知識を持たない人でも現地を離
れられず，興味深く観察していた．

久ノ浜 復興商店街
地元の方との会話で聞く生の話は強烈に記憶に残る．
数回通うことで我々を認識してくれるようになった．

写真左が上盤．断層崖は
写真奥(北側)へ続く．



急速に敷設がすすむ太陽光パネル

浜通り周辺の休耕田にはフレコ
ンバックが目立つ．一方，その他
の空き地では太陽光パネルを目に
する．
後者のイメージは良いかもしれ

ないが，地域が黒光りする板で覆
われる気持ちを考えたことあるか
い？と地元の人に言われた時は
ハッとした．

四時ダムにおける小水力発電

・建設コンサルタント関連企業の
ESCO (Energy Service Company)事業
による．

・発電の高低差を稼ぐ地形は井戸
沢断層系のリニアメントの南部
に位置している．

井戸沢断層の西側



夜のミーティング
・一日見てきたことを咀嚼し，考えをお
互いに交換できる貴重な機会．

・日帰りプランの場合この様な時間をど
こで設けるかが大きな課題．

波江町の牧場
・殺処分の指示に対抗して
放牧を続ける農場．

・牧場の上には福島第一原
発につながる送電線が通
る．



参加者アンケート （回答者数 14名）

性別 年齢

満足度

参加者は，環境系の授業で積極的な学生 ＆ 発表者のフェイスブック経由の希望者であるため、
満足度が高いのは当然予想される結果。



印象に残った訪問先 10か所から５つを選択．
（回答者数 14名）

①：5年後でも津波の爪痕
が新鮮に残るため
（放射能汚染で復興が進
まない結果）

②

① ③

②：4.11は3.11に隠れた
災害。
メディアで出るのも稀。
地形が明瞭。④

④：メディア情報との
ギャップが大きい。

③：良好な石炭層の露頭
が衝撃的。ｼﾞｵﾊﾟｰｸｶﾞｲ
ﾄﾞの熱意も影響。



感想（地学・自然地理に関係のない分野の方）

◆忘れてはいけない大災害であったとの重要性を再確認した。
その記録を後世に伝えることができるのは今を生きる私たち
である（男子学生）

◆テレビで見るより伝わるものが多く、現地の人と話して被災
地への考えが180度変わった（女子学生）

◆参加後、福島のニュースを聞くと、実際に見た事が目に浮か
び、より実感を持って内容が入るようになった（40代女性）

◆地形・地質、資源やエネルギー、原発事故を含めた震災、が
３大テーマだったが、関連性がわかりにくかった（30代男性）

◆ツアー中の参加者同士の討議や打ち合わせ時間が少なかった
ように思える（40代男性）



感想（地学・自然地理学分野の出身）

◆この地域に発電を頼りすぎ．でも地元もこの産業をあてにし
てるのも事実．考えさせられる（30代男性）

◆ツアーには地元の同行ガイドが無いとダメ（30代男性）

◆現地で食事や買い物できる時間も多いと一般の方々向けにも
なるかと感じます（40代女性）

◆ジオパークはよかったが、インタープリターの解説が今一つ。
◆内容盛りだくさんでお腹いっぱい．少しテーマを絞っての開
催でもいいかなと思った

◆多様な分野の人といろんな角度から見たり考えたりすること
ができてよかった （地学系大学院生 女子）



【成果】
旅行会社の商品化に成功

風の旅行社の関連企業「風カルチャークラブ社」
社長(兼,開発/ガイド/営業)を現地に案内．



【まとめ】
 受益圏の市民として、「ジオ」と「防災」と「エネルギー」の
視点で福島浜通りの巡検を企画

 「原発近傍の放射能汚染」「地表地震断層と石炭の露頭」「津
波被害の跡」は参加者の属性に関わらず興味を示してくれた。

 浜通りを初めて訪れた人は誰もが「メディア報道と実際の
ギャップ」を強く感じていた。

 旅行社が興味を示した。参加受付中。申込みの出足は…

【課題】
◆ジオ－防災－エネルギーの関連性をもっと明確/シンプルに
（石炭の前の林業や製塩も含めたいが．．）

◆学生の参加応募が少ない。授業内の説明に改善を要する
◆地元の方の話の力は絶大。現地との協同が必要
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